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【憲法改悪阻止闘争ニュース　No.44】

海外派兵恒久法許さず、９条を世界に広げよう
「９の日」宣伝行動を新橋駅前で実施
国公労連は７月９日、東京・JR新橋駅前ＳＬ広場で「９の日」宣伝行動を行い、憲法リーフなどを配布しました。この行動に国公労連本部と各単組本部から約20人が参加しました。「９条改憲反対署名」に協力してくれた市民からは「私は20年前から地域で護憲のとりくみをやってきた。改憲反対の世論を広げるため、お互いにがんばりましょう」と、連帯の声が寄せられました。
■戦争を知らない世代だからこそ、憲法を世界に広げたい！
冒頭マイクを握ったのは、全国の法務局などの職員で組織する労働組合、全法務省労働組合の中央執行委員。「私は戦争を知らない世代として、今を生きています」と、ボタンひとつでミサイルが飛ぶ「安全」な場所から人を殺せるような時代であることを語りつつ、「世界のどこの歴史を見ても、軍事介入によって根本的に紛争が解決した例はありません。世界で求められている国際貢献とは、飢餓や貧困などへの救済ではないでしょうか。私たちの国が、世界に誇れる憲法を守り、そして、この憲法の精神を世界に広げることの先にこそ、真の国際平和があると信じています」と訴えました。
■戦争を食い物にして、軍事産業が莫大な利益を得ている
全国の陸・海・空の運輸行政の職場で働く職員で組織する全運輸労働組合の中央執行委員は、「いま、自衛隊をいつでもどこにでも海外派兵し、アメリカの要求に即座に対応できる海外派兵恒久法をつくろうとしています。日本政府がアメリカとの軍事協力をこれほど進める理由は、日米安保はもとより、政権と一体になったアメリカの大企業の強い要望があります。戦争に使われる大量の武器や弾薬、戦争で破壊された道路・学校・病院再建など『復興事業』が、軍事産業やゼネコンなどに莫大な利益につながっていくからです。多くの犠牲のもとで、戦争を食い物にするなど、許すことはできません」と具体的に訴え、「21世紀は始まったばかりです。戦争のない平和で豊かな社会を実現するためにも、国民の声で政府を動かし、『憲法９条守ろう』の声を広げていきましょう」と呼びかけました。
最後に、国土交通省全建設労働組合の中央執行委員（青年部長）は、「武器は人を殺す道具。被災地で人命救助や復旧のためにがんばっている自衛隊の若者に武器は相応しくない。憲法９条を生かした国づくりをすすめよう」と、元気に平和の大切さを訴えました。
９条学ぶことは未来への希望もつこと
岐阜で「九条の会」第５回セミナー
「九条の会」は6月21日、第５回憲法セミナー「９条で平和をつくる――メディア報道と憲法問題」を岐阜市で開き、会場を埋めつくす650人が参加しました。

セミナーではまず、「九条の会・岐阜県連絡会」連絡責任者の吉田千秋さんがあいさつ。つづいて、毎日新聞記者の明珍美紀さん、「九条の会」よびかけ人で劇作家の井上ひさしさんが講演しました。

明珍さんは、「九条を維持することを望む世論が多数になっているなかで、市民と政府とメディアの間にはかい離がある」ことを指摘し、「メディアの内側から声をあげ、平和と憲法について書いていきたい」と語りました。

井上さんは、毒ガス禁止などを決めた1899年の第1回ハーグ国際会議から２回の世界大戦を経て、1999年のハーグ国際市民平和会議では日本国憲法９条について世界の注目が集まったことを紹介。ユーモアたっぷりに、「その本家本元がなくなったらどうするか」と問いかけ、「他人の都合で死ぬのはやめる。死ぬのは自分で決める。それが九条を大切にすることの意味」と述べました。

このあと明珍さんがメディアの可能性などについて井上さんにミニ・インタビューしました。さらに休憩後、会場から出された質問に２人はていねいに答えました。

（「九条の会」７月４日付・第110号より転載）
国公・岐阜９条の会もセミナーに参加
【国公・岐阜９条の会発】６月２１日（土）、岐阜駅前のじゅうろくプラザにて作家・劇作家で「九条の会」の呼びかけ人の一人でもある井上ひさしさん、毎日新聞記者で新聞労連初の女性委員長を務められた明珍美紀さんをお招きし、憲法セミナーが開催されました。全国のあちらこちらで開かれるセミナー型式のために、入場者数を制限しており、キャンセル待ちで入場された方々も数多くいました。「国公岐阜・９条の会」でも、早くから当日の整理券を確保し、何とかセミナー及び、セミナー終了後の懇親会に参加者を出すことができました。
当日のセミナー会場での写真撮影は固く断られており、セミナーの状況を写真でお伝えすることはできませんが、井上さんのお話は、憲法９条をとりまく問題を非常に分かり易く、ウイットに富んだ語り口で説明され、会場は大いにわきました。一方、前座（本人談）を務められた明珍さんは新聞記者らしくメディア報道について真摯な説明をしていただけました。こんなに楽しく、ためになるセミナーであれば毎回参加したいと思ったほどです。
　（「国公・岐阜９条の会・会報」６月号より転載）
【情勢と運動を知りたい方は】
憲法改悪反対共同センター
http://www.kyodo-center.jp/
「九条の会」メールマガジン申し込みは　http://www.9-jo.jp/
▼　さまざまなとりくみ（行動や学習会など）のメール通信やＦＡＸをお寄せください
以　上
国公労連速報
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